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これまで我々は、柔軟でかつ容易に加工・薄膜化が可能であることから、PGS グラファイトシ

ート[1]を用いて作製した薄膜グラファイト細線の歪センサとしての可能性を検討してきた[2, 3]。

更に、この歪センサを用いてウェアラブルデバイスを作製し、関節動作のモニタリングが可能で

あることを報告してきた[2-4]。近年、人体動作に加え、脈波や呼気などの生体情報をリアルタイ

ムで観測可能なデバイスが注目されている。今回我々は、薄膜グラファイト細線の生体情報モニ

タリングデバイスとしての更なる応用を期待し、薄膜グラファイト細線を用いた呼吸検知センサ

作製の検討を行った。 

はじめに、厚さ 17 µmの PGS グラファイトシートから長さ 3 cm、幅 1 mmの薄膜グラファイト

細線を切り出し、プラスチック基板に貼付した。次に、薄膜グラファイト細線の両端に銀電極を

形成し、呼吸検知センサを作製した。作製した呼吸検知センサに息を吹きかけた際の電気的特性

を図 1 に示す。はじめに、電気的特性を測定してからおよそ 3 秒後に息を吹きかけ、薄膜グラフ

ァイト細線の抵抗値が 8.0 Ωから 8.5 Ωにまで上昇したことが確認された。その後、測定から 7秒

後に息を吹きかけるのをやめ、11秒後には抵抗値が 7.9 Ωにまで減少する様子が観測された。こ

のことから、今回作製した呼吸検知センサは人体の呼気に反応し、抵抗値が変化するものと示唆

される。以上のことから、薄膜グラファイト細線を用いて作製した呼吸検知センサは、リアルタ

イムで呼気を簡便に検出することが可能な医療用ウェアラブルデバイスとしての応用が期待され

る。 
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Fig. 1 Resistance versus time data of thin graphite wire for detection of breath. 
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